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マトリックスコンバータと電圧形インバータの並列システムの制御法 
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A Control Strategy of a Parallel System Using Both Matrix Converter and Voltage Type Inverter 
Jun-ichi Itoh＊, Member, Hiroshi Tamura＊, Student Member 

 
This paper proposes a control strategy for matrix converter and voltage type inverter in a parallel system that unnecessary of 

interconnection reactors. The proposed control strategy is to divide the operation time between a matrix converter and a voltage 
type inverter. The operation time of each converter is divided in every carrier cycle. As a result, interconnection reactors become 
unnecessary and sinusoidal input current waveform of a matrix converter can be obtained. The total output voltage of the 
proposed system and the output power division ratio for a matrix converter and a voltage type inverter are controlled by the time 
division ratio of each converter. Furthermore, the voltage error resulted from the operation of time division control was analyzed 
and compensated. 

The availability of the proposed system and the validity of the proposed control method are confirmed by experimental results. 
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1. はじめに 

近年，地球温暖化や資源の枯渇化の問題から，ハイブリ

ッド自動車（HEV）や新エネルギー発電の利用が推進され，
これらに適用する電力変換システムが盛んに研究されてい

る(1)~(3)。 
HEV や新エネルギーの電力源には，バッテリ，太陽光発

電などの直流電源とエンジン発電機，風力発電などの交流

電源がある。一般的に，直流電源と交流電源を連系するシ

ステムは，PWM 整流器とインバータシステムに DC/DC コ
ンバータを追加した構成である。しかし，直流リンク部に

大容量の電解コンデンサが必要であり，システムの大型化，

短寿命，定期的なメンテナンスの問題がある。 
そこで，交流から所望の交流へ直接変換でき，エネルギ

ーバッファの不要な直接形電力変換器が注目されている
(4)(5)。直接形電力変換器は，エネルギーバッファとして，巨

大な電解コンデンサを必要とせず，小型，長寿命，高効率，

信頼性を向上できる。したがって，HEV や新エネルギー発
電システムのように，小型化，長寿命化，高効率化，保守

の簡単化を要求する電源連系システムでは，直接形電力変

換器の利用が有効に思われる。 
これまで，AC/DC/AC 直接形電力変換器であるインダイ

レクトマトリックスコンバータを応用した連系システムが

提案されている(6)。インダイレクトマトリックスコンバータ

は，電流形整流器と電圧形インバータで構成されており，

直流リンク部が存在するため，比較的，直流電源との連系

が容易である。しかし，直流電源，交流電源，交流負荷の

各要素をスター形に連系しているため，各要素間の電力授

受において，2回の電力変換を行う必要があり，効率を低下
させる。そこで，各要素をデルタ形に接続し，各要素間を 1
回の変換で行う構成を考える。交流電源から交流負荷への

変換には，AC/AC 直接変換器であるマトリックスコンバー
タを使用する。各要素間の変換を 1 回で行えるため，高効
率が期待できる。しかし，デルタ形システムでは，負荷に

対して変換器を並列に接続しなくてはならない。従来の電

力変換器の並列システムでは，各変換器の出力接続部に，

横流抑制用リアクトルまたはトランスが必要であり，シス

テムが大型化する一因となる(7)(8)。 
現在まで，マトリックスコンバータと直流電源を連系す

るシステムとして，マトリックスコンバータの入力フィル

タを電圧形インバータに置き換えた方法が提案されている
(9)。これは，マトリックスコンバータの入力側に着目した連

系法であるが，出力側に着目した構成は，著者らの知る限

りない。 
本論文では，マトリックスコンバータの入力側，出力側

に電圧形インバータを並列に接続し，直流電源，交流電源，

交流負荷をデルタ形に連系し，デルタ形電力変換システム
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(a) PWM rectifier and inverter system with a DC/DC converter. 

 

 
(b) System using an indirect matrix converter with a DC/DC converter. 

 

 

(c) System connecting a voltage type inverter to input side of 
  a matrix converter. 

Fig. 1. Conventional system. 

 

Fig. 2. Proposed system. 

の実現を目的として，マトリックスコンバータの出力側に

着目した制御方法を提案する。デルタ形電力変換システム

では，入出力側の電圧形インバータと直流電源がマトリッ

クスコンバータのスナバ回路の役割を果たすので，保護回

路と兼用できる。 
本論文で提案する制御法は，マトリックスコンバータと

電圧形インバータの動作時間を完全に分割し，横流抑制用

リアクトルまたはトランスを用いずに，連系システムの出

力電圧，マトリックスコンバータと電圧形インバータの出

力電力分担の決定法である。マトリックスコンバータの制

御には，仮想 AC/DC/AC変換方式(10)(11)，電圧形インバータ

の制御には，三角波比較方式(12)を用いて，基本キャリア 1
周期毎に各変換器の動作時間を分割する。この結果，マト

リックスコンバータの入力電流を正弦波状に制御できる。

加えて，マトリックスコンバータと電圧形インバータの時

分割制御で発生する電圧誤差を解析し，出力電圧誤差補償

法を提案する。実験により，制御方法の妥当性と誤差補償

の有効性を示し，提案システムの有用性を確認する。 

2. システム構成と特徴 

〈2･1〉従来システム 
図 1(a)に，PWM 整流器とインバータシステムに DC/DC

コンバータを追加した連系システムを示す。これは，直流

リンク部に電解コンデンサを設置しているため，入力側と

出力側を独立に扱うことができ，入出力側の制御を柔軟に

行える。しかし，電解コンデンサは，システムの大型化，

短寿命，信頼性低下の一因となるため，HEV や新エネルギ
ー発電システムには，エネルギーバッファの不要な直接形

電力変換器が有効である。 
図 1(b)に，インダイレクトマトリックスコンバータと

DC/DC コンバータから構成された連系システムを示す。イ
ンダイレクトマトリックスコンバータは，直流リンク部が

存在するため，直流電源と容易に連系できる。さらに，PWM
整流器，インバータシステムと比較し，小型，高効率であ

る。しかし，発電機，バッテリ，モータを，直流部を中点

としてスター形に連系しているため，各要素間の電力授受

には，2回の電力変換が必要である。その結果，マトリック
スコンバータに対し，効率が低下する。 
図 1(c)に，マトリックスコンバータの入力側に電圧形イン

バータを接続した連系システムを示す。発電機からモータ

への電力授受は，マトリックスコンバータにより行うので，

高効率である。しかし，直流電源にて，モータを駆動する

場合，インバータとマトリックスコンバータで 2 回の電力
変換が必要であり，インバータでモータを直接駆動した場

合と比較し，効率が低下する。 
〈2･2〉提案システム 
図 2 に，提案システムを示す。提案システムは，マトリ
ックスコンバータの入出力側に電圧形インバータを並列に

接続し，発電機，バッテリ，モータをデルタ形に接続する。

各変換器をデルタ形に接続することにより，①発電機－モ
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Fig. 3. The operation time division method of a matrix converter and  
   a voltage type inverter. 
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      system and each converter. 

 

ータ間，②発電機－バッテリ間，③バッテリ－モータ間の

各電力授受を 1 回の電力変換で行えるため，高効率が期待
できる。さらに，入出力側の電圧形インバータとバッテリ

が，マトリックスコンバータのスナバ回路として動作する

ため，マトリックスコンバータに特別なスナバ回路を設置

する必要がなく，システムの小型化を実現できる。 
しかし，一般的な電力変換器の並列システムでは，各変

換器の出力接続部に横流抑制用リアクトルまたはトランス

が必要となり，システムが大型化する。そこで，本論文で

は，マトリックスコンバータと電圧形インバータの動作時

間を完全に分割し，横流抑制用リアクトルまたはトランス

を不要にする制御法を提案する。ただし，横流を防止する

ために，バッテリ電圧は，発電機の線間電圧最大値より高

くなければならない。したがって，別途，昇圧回路を設け

たほうが経済的である。 

3. 制御方法 

〈3･1〉出力電圧と出力電力分担比の制御 
ここでは，デルタ形システムの出力側に着目し，マトリ

ックスコンバータと出力側の電圧形インバータの連系制御

法を提案する。なお，入力側の連系については，文献(9)に
て提案されている。マトリックスコンバータの制御には，

仮想 AC/DC/AC変換方式(10)(11)，電圧形インバータの制御に

は，三角波比較方式(12)を適用し，マトリックスコンバータ

と電圧形インバータの動作時間を基本キャリア 1 周期ごと
に分割する。また，電源短絡を防止するために，マトリッ

クスコンバータと電圧形インバータの同時運転を禁止す

る。この結果，横流抑制用リアクトルを不要にでき，マト

リックスコンバータの入力電流を正弦波状に制御できる。

さらに，各変換器の出力電圧と時分割比の組み合わせを決

定し，連系システムの出力電圧と各変換器の出力電力分担

比を制御する。 
図 3に，マトリックスコンバータ（MC）と電圧形インバ

ータ（VSI）の動作時間分割法を示す。各変換器の動作時間
は，基本キャリアとマトリックスコンバータの時分割比αMC

を比較することで分割できる。また，各変換器の動作を切

り換えるタイミングは，出力電流の跳躍やひずみの発生を

抑制するため，同方向のゼロ電圧ベクトル出力時に行う。

これは，図 3 に示すように，各変換器の時分割比に応じた
変形キャリア(10)を生成することにより行える。しかし，マ

トリックスコンバータのゲートパルス指令が，転流を完了

するまでに要する時間より短ければ，マトリックスコンバ

ータは，ゼロ電圧ベクトルを出力できない。したがって，

マトリックスコンバータから電圧形インバータへの動作切

り換え時には，短絡防止用のデッドタイムを設ける。 
図 4 に，連系システムの出力電圧とマトリックスコンバ

ータおよび電圧形インバータの出力電圧の関係を示す。連

系システムの出力電圧 VSYSは，マトリックスコンバータの

出力電圧 VMCと電圧形インバータの出力電圧 VVSIの平均値

の和となる。したがって，連系システムの出力電圧指令 V*
SYS

とマトリックスコンバータの出力電圧指令 V*
MCおよび電圧

形インバータの出力電圧指令V*
VSIの関係は，(1)式で表せる。 

( )MCVSIMCMCSYS VVV αα −+= 1*** ......................................(1) 

ここで，αMCは，マトリックスコンバータと電圧形インバ

ータの各動作時間の総和に対するマトリックスコンバータ

の動作時間の比である。 
一方，三相交流の有効電力 P は，三相平衡であれば，時

間と無関係に一定である。出力電圧 V，出力電流 I，負荷力
率 cosφから構成される三相交流回路の出力電力は，(2)式で
与えられる。 

φcos3VIP= ...............................................................(2) 

提案システムの負荷電流および負荷力率は，マトリック

スコンバータと電圧形インバータで等しいため，マトリッ

クスコンバータの出力電力分担比 PMC と電圧形インバータ

の出力電力分担比 PVSIは，各変換器の出力電圧の平均値の

比となる。したがって，各変換器の出力電力分担比指令と

出力電圧指令の関係は，(3)式で表せる。 
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Fig. 6. Output voltage range for the proposed system. 
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Fig. 7. Relation of the output voltage and the output power division  
       ratio between a matrix converter and a voltage type inverter. 
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Fig. 5. Control block diagram. 

 

び電圧形インバータの出力電力分担比を同時に制御するた

めには，(1)式および(3)式を同時に満たすように，各変換器
の出力電圧指令と時分割比を決定すればよい。マトリック

スコンバータの出力電圧指令 V*
MCを基準とすれば，電圧形

インバータの出力電圧指令V*
VSIは，(4)式により決定できる。

また，電圧形インバータの出力電圧指令を基準とすれば，

マトリックスコンバータの出力電圧指令は，(5)式により決
定できる。さらに，各変換器の時分割比を(6)式で算出すれ
ば，連系システムの出力電圧と各変換器の出力電力分担比

を同時に制御できる。 
( )

***

***
* 1
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−

= ................................................. (4) 
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図 5 に，マトリックスコンバータの出力電圧指令を基準
とした場合の制御ブロック図を示す。制御手順は，以下に

示すとおりである。なお，提案する電圧誤差補償法は，3.2
節で説明する。 
① 連系システムの出力電圧指令，マトリックスコンバ
ータの出力電圧指令および出力電力分担比指令から

電圧形インバータの出力電圧指令と各変換器の時分

割比を算出する。 
② 各変換器の時分割比に応じて，各変換器用のキャリ
アと動作信号を決定する。 

③ 各出力相の角度指令に基づき，各変換器の出力電圧
指令を瞬時値へ変換し，出力電圧誤差を補償するよ

うに出力電圧指令信号を生成する。 
④ 各変換器の出力電圧指令信号と変形キャリアを比較
した後，各変換器の動作信号と合成すればゲートパ

ルス指令を得ることができる。 
図 6 に，(1)式から得られる提案システムの出力電圧範囲

を示す。一例として，バッテリ電圧 EBを 300[V]，発電機の
線間電圧 VGを 200[V]に設定する。提案システムにおいて，
バッテリ電圧 EBは，発電機の線間電圧最大値 VG_MAXより高

くなければならない。したがって，提案システムの出力電

圧範囲 VSYS_MAXはバッテリ電圧に依存し，(7)式で表せる。 

2
0 _

B
MAXSYS

EV ≤≤ ......................................................(7) 

図 7に，連系システムの出力電圧指令を 100[V]と設定し，
(4)式から(6)式で得られるマトリックスコンバータと電圧形
インバータの出力電圧と出力電力分担比の関係を示す。連

系システムの出力電圧指令と各変換器の出力電圧が等しい

とき，各変換器の出力電力分担比は，全ての範囲で制御で

きる。すなわち，連系システムの出力電圧と各変換器の出
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Fig. 8. Connection part at output side between a matrix converter  

      and a voltage type inverter. 
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Fig. 10. Voltage error when a voltage type inverter is operating. 

 

 
Fig. 11. Proposed voltage error compensation method. 

力電圧を等しく制御すれば，各変換器の出力電力分担比の

自由度が最も高くなる。 
〈3･2〉出力電圧誤差補償 
ここでは，マトリックスコンバータと電圧形インバータ

の時分割制御で発生する電圧誤差を解析し，各変換器の時

分割比に応じて，出力電圧指令に電圧誤差を分配する電圧

誤差補償法を提案する。 
マトリックスコンバータと電圧形インバータの時分割制

御により発生する電圧誤差の要因は，(1)各変換器の素子で
発生する電圧降下，(2)マトリックスコンバータの電圧転流
(13)に伴う誤差，(3)電圧形インバータの上下アーム短絡防止
用のデッドタイムにより発生する誤差，(4)マトリックスコ
ンバータから電圧形インバータへの動作切り換え時に設け

たデッドタイムにより発生する誤差，に分類できる。本論

文では，(2)，(3)，(4)の要因により発生する電圧誤差を解析
し，補償する。 
図 8に，マトリックスコンバータと電圧形インバータの 1

相分の出力接続部を示す。電圧誤差の解析を簡単化するた

め，1相分で考える。図 9に，マトリックスコンバータの動
作期間で発生する電圧誤差∆vMCを示す。図 9に示すように，
マトリックスコンバータの各ゲートパルス指令に電圧転流

動作を付加すると，各スイッチが実際にオンする時間 tmax，

tmid，tminは，(8)式で表せる。ここで，iloadは負荷電流，tdは

1ステップの転流時間である。 

( ) ( )00
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ttt

ttt
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ttt

............................ (8) 

(8)式から明らかなように，負荷電流極性によって，tmax

と tminを tdだけ増加または減少し，電圧誤差を発生させる。

ここで，tmaxは vmaxに対応し，tminは vminに対応するため，

マトリックスコンバータの動作期間中に発生する電圧誤差

は，(9)式で表せる。ただし，fcは基本キャリア周波数，sign(x)
は符号関数であり，x > 0で 1，x = 0で 0，x < 0で-1である。 

( ) ( )loadcdMC isignftvvv minmax −−=∆ .............................. (9) 

図 10に，電圧形インバータの動作期間で発生する電圧誤
差∆vVSI を示す。電圧形インバータ動作では，マトリックス

コンバータから電圧形インバータへの動作切り換え時に設

けたデッドタイムと上下アーム短絡防止用のデッドタイム

により，電圧誤差が発生する。したがって，図 10から明ら
かなように，電圧形インバータの動作期間中に発生する電

圧誤差は，(10)式で表せる。 

( )
( )02

0

<=∆

>−=∆

loadcdBVSI

loadcdBVSI

iftev

iftev ...................................... (10) 

図 11に，提案する電圧誤差補償方式を示す。提案法は，
各変換器の時分割比に応じて，各変換器の動作期間中に発

生した電圧誤差を出力電圧指令に分配する。これは，(9)式
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Table 1. Experimental parameter. 

Input voltage (Simulated Generator) 200 [V] 

Input frequency 50 [Hz] 

Basic carrier frequency 10 [kHz] 

Cut-off frequency of input filter 1.4 [kHz] 

Dead time and Commutation time (1step) 2.5 [µs] 

DC voltage (Simulated Battery) 300 [V] 

Output voltage command  

for the proposed system (V*
SYS) 

100 [V] 

Output voltage command  

for the matrix converter (V*
MC) 

100 [V] 

Output frequency 100 [Hz] 

R = 12.5 [Ω] 
AC load 

L = 5 [mH] 

 

(a) Without voltage error compensation. 
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(b) With voltage error compensation. 

Fig. 13. Experimental results when PMC is 0.5. 
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Fig. 14.  Relationship between the output voltage of the proposed  
     system and the output power division ratio of a matrix converter. 

 

Matrix
converter

Voltage
type

inverter

U

V
R

S

T W

Simulated Motor

Simulated Battery and Voltage type inverter

Simulated Generater

Variable AC regulator

Input
filter

Fig. 12. Experimental system. 

および(10)式に示す電圧誤差の総和を各変換器の出力電圧
指令に加算するだけで分配できる。したがって，(11)式に示
すように，各変換器の出力電圧指令は，各変換器の動作期

間で発生する電圧誤差の総和を打ち消すように生成すれば

よい。 

( )
( ) COMPVSIVSIMCVSIVSI

COMPMCVSIMCMCMC

vvvvvv

vvvvvv

−=∆+∆−=

−=∆+∆−=
****

****

.................... (11) 

4. 実験結果 

本論文では，提案システムおよび制御法の有用性を確認

するため，実験により検証した。図 12に，実験システムを
示す。図 2に示す発電機は，商用電源と交流レギュレータ，
モータは RL負荷，バッテリは交流レギュレータと電解コン
デンサで模擬する。本実験の目的は，マトリックスコンバ

ータと出力側の電圧形インバータの連系検証であるため，

入力側の電圧形インバータは，保護回路を兼ねたダイオー

ド整流器に置き換える。実験パラメータは，表 1 に示すと
おりである。 
図 13は，マトリックスコンバータの出力電力分担比を 0.5
に設定したときの実験結果である。波形は，上から順に，

マトリックスコンバータの入力電圧，入力電流，連系シス

テムの出力電圧，出力電流である。出力電圧は，ローパス

フィルタ（カットオフ周波数 1kHz）を設けて観測している。
なお，図 13(a)に示す電圧誤差補償適用前の出力電力は
330[W]，図 13(b)に示す電圧誤差補償適用後の出力電力は
630[W]である。図 13より，マトリックスコンバータの入力
電流は，正弦波状であることを確認できる。入力電流ひず

み率は，電圧誤差補償適用前で 17.2[%]，適用後で 10.3[%]
となり，約 5/9に改善した。また，出力電流ひずみ率は，電
圧誤差補償適用前で 5.4[%]，適用後で 3.6[%]となり，約 3/5
に改善した。 
図 14に，提案システムの出力電圧とマトリックスコンバ
ータの出力電力分担比の関係を示す。各出力電力分担比に

おける出力電圧の平均誤差率は，電圧誤差補償適用前で
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Fig. 15.  Comparison between the ideal output power  
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Fig. 16. Relationship between the output power division ratio of  
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Fig. 17. Relationship between the output power division ratio of  

       a matrix converter and the output current THD. 
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Fig. 18. Efficiency between each element to output power. 

29.0[%]，適用後で 5.6[%]となり，約 1/5 に改善した。しか
し，電圧誤差補償適用後でも，マトリックスコンバータの

出力電力分担比を大きくするにつれ，電圧誤差も大きくな

る。これは，電圧形インバータの動作時間が短くなり，デ

ッドタイムによって，完全に削られるゲートパルス指令が

増加したためである。 
図 15に，各変換器の出力電力の理想値と実測値の比較を
示す。電圧誤差補償適用後の各出力電力は，適用前と比較

し，理想値と実測値で，ほぼ一致する。ただし，図 14で示
した出力電圧の低下に伴い，出力電力も低下する。 
図 16に，マトリックスコンバータの出力電力分担比と 40
以下の入力電流ひずみ率の関係を示す。各出力電力分担比

における入力電流の平均ひずみ率は，電圧誤差補償前で

18.1[%]，補償後で 13.3[%]となり，約 2/3に改善した。しか
し，電圧誤差補償適用後でも，マトリックスコンバータの

出力電力分担比が 0.1から 0.5の範囲内で，ひずみ率が 10[%]
以上となる。これは，マトリックスコンバータの出力電力

分担比を小さくすると，入力電流も小さくなり，基本波成

分が減少するためである。 
図 17に，マトリックスコンバータの出力電力分担比と 40
次以下の出力電流ひずみ率の関係を示す。各出力電力分担

比における出力電流の平均ひずみ率は，電圧誤差補償適用

前で 4.9[%]，適用後で 3.1[%]となり，約 3/5に改善した。さ
らに，電圧誤差補償適用後は，全ての出力電力分担比で 4[%]
以下となり，良好な結果を得た。 
図 18に，出力電力に対する各要素間の効率を示す。交流
電源からモータ間の最高効率は，1[kW]出力で 94.9[%]であ
る。図 1(a)に示した PWM整流器とインバータシステムの効
率は，このクラスの容量であれば 93[%]程度であることか
ら，マトリックスコンバータの利用により，損失を約 5/7に
低減できることを意味する。また，試作したマトリックス

コンバータのスイッチは，IGBTを逆直列に接続して構成し
ている。よって，逆阻止 IGBT（RB-IGBT）を適用すれば，
約 2[%]程度の効率アップを見込める。一方，直流電源から
モータ間の最高効率は，1[kW]出力で 96.9[%]である。図 1(a)，
(b)に示した従来回路では，このインバータの損失に DC/DC
コンバータの損失が加わり，効率が低下する。また，図 1(c)
に示した従来回路では，マトリックスコンバータの損失が

加わり，効率が低下する。すなわち，提案システムは，従

来システムと比較し，各要素間の電力授受を高効率に行え

ることを実証できた。 
図 19に，660[W]出力時のマトリックスコンバータの出力
電力分担比とシステム効率の関係を示す。マトリックスコ

ンバータ単体動作時の効率は 94.3[%]，電圧形インバータ単
体動作時の効率は 96.9[%]である。時分割制御時における最
高効率は，マトリックスコンバータの出力電力分担比が 0.3
のときに 93.8[%]を確認した。図 19 に示すように，提案シ
ステムの効率は，マトリックスコンバータの出力電力分担

比を大きくするほど低下する傾向にある。これは，電圧形

インバータの効率が，マトリックスコンバータの効率より
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Fig. 19. Relationship between the efficiency for the proposed system  

       and the output power division ratio of a matrix converter. 

 
 

高いためである。ただし，マトリックスコンバータのスイ

ッチに RB-IBGTを適用し，マトリックスコンバータの効率
が高くなれば，連系システムの効率も向上できる。 

5. まとめ 

本論文では，マトリックスコンバータの入出力側に電圧

形インバータを並列接続したデルタ形システムを提案し

た。また，マトリックスコンバータと電圧形インバータの

時分割制御法を提案し，横流抑制用リアクトルまたはトラ

ンスを用いずに，連系システムの出力電圧，マトリックス

コンバータと電圧形インバータの出力電力分担，マトリッ

クスコンバータの入力電流を正弦波状に制御した。さらに，

時分割制御で発生する電圧誤差を解析し，出力電圧誤差補

償法を提案した。 
実験により動作検証を行い，良好な実験結果を得た。以

下に，結論を示す。 
(1) 発電機とモータ間の電力授受において，最高効率

94.9[%]を達成した。バッテリからモータ間の電力授
受では，最高効率 96.9[%]を達成した。 

(2) マトリックスコンバータと電圧形インバータの時分
割制御において，最高効率 93.8[%]を確認した。 

(3) 出力電圧誤差補償後は，適用前と比較し，出力電圧
の平均誤差率を約 1/5，入力電流の平均ひずみ率を約
2/3，出力電流の平均ひずみ率を約 3/5に低減した。 

(4) マトリックスコンバータのスイッチを，IGBTの逆直
列構成から RB-IGBTに変更すれば，さらなる効率向
上を期待できる。 

以上のことから，提案システムおよび提案制御法の有用

性を確認した。 
（平成●●年●月●日受付，平成●●年●月●日再受付） 
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